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ア
ジ
ア
で
宇
宙
開
発
ブ
ー
ム
が
起

き
て
い
る
。
先
頭
を
走
る
の
は
中
国

で
、
今
年
１
月
、
史
上
初
と
な
る
月
の

裏
側
へ
の
無
人
月
面
探
査
機
「
嫦
娥
４

号
」
の
着
陸
に
成
功
し
た
。
中
国
は
、

２
０
２
０
年
代
前
半
に
は
有
人
の
月
面

着
陸
を
目
指
し
て
い
る
。
成
功
す
れ
ば
、

１
９
７
２
年
12
月
の
米
ア
ポ
ロ
17
号
以

来
、
半
世
紀
ぶ
り
の
人
類
の
月
面
到
達

と
な
り
、
月
探
査
の
面
で
も
中
国
が
米

国
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
注
目
す
べ
き
は
イ
ン
ド
だ
。

イ
ン
ド
宇
宙
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
）

は
６
月
、
今
年
７
月
15
日
に
月
面
探
査

機
「
チ
ャ
ン
ド
ラ
ヤ
ー
ン
２
号
」
を
搭

載
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
と
発

表
し
た
。
こ
れ
は
月
の
軌
道
を
回
る
衛

星
、着
陸
船「
ビ
ク
ラ
ム
」、月
面
を
走
る

探
査
ロ
ー
バ
ー
「
プ
ラ
ギ
ヤ
ン
」
で
構

成
さ
れ
、米
国
、ロ
シ
ア
、中
国
に
次
ぐ

月
面
着
陸
四
番
手
を
目
指
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
月
探
査
は
米
国
や
中
国
の
10

分
の
１
以
下
の
低
予
算
で
賄
わ
れ
て
お

り
、
ア
ジ
ア
各
国
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。

中
国
、
イ
ン
ド
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
各
国
で
も
米
国
や
中
国
、
日
本

な
ど
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
し
た
自
国
の

人
工
衛
星
を
次
々
と
宇
宙
空
間
に
送
り

出
し
て
い
る
。
最
近
、
注
目
さ
れ
た
の

は
ベ
ト
ナ
ム
が
１
月
に
宇
宙
空
間
に
送

り
出
し
た
初
の
純
国
産
人
工
衛
星
「
マ

イ
ク
ロ
ド
ラ
ゴ
ン
」
で
、日
本
の
イ
プ
シ

ロ
ン
・
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

重
さ
50
㎏
と
本
格
的
な
衛
星
で
、
海
水

の
水
質
や
海
洋
資
源
の
探
査
な
ど
を
主

に
行
う
も
の
で
、
36
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人

科
学
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
製
作
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
も
通

アジアの宇宙開発
ブーム

信
衛
星
を
他
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上

げ
て
い
る
が
、現
在
、自
前
の
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
を
進
め
て
い
る
。
タ
イ
も
、
通
信

用
や
気
象
観
測
用
の
人
工
衛
星
を
早
く

か
ら
宇
宙
空
間
に
送
り
出
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
宇
宙
開
発
ブ
ー
ム
が
起
き

て
い
る
の
は
、
米
国
の
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社

の
よ
う
に
低
コ
ス
ト
で
衛
星
を
宇
宙
空

間
に
運
べ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
各
国
の
科
学
技
術

の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
自
前
で
人
工
衛

星
を
製
作
で
き
る
能
力
が
付
い
て
き
た

こ
と
が
大
き
い
。
ア
ジ
ア
で
は
台
風
や

地
震
・
津
波
、
火
山
噴
火
な
ど
自
然
災

害
が
多
く
、
自
国
の
気
象
観
測
、
自
然

現
象
の
解
析
な
ど
の
必
要
性
が
高
い
と

い
う
事
情
も
あ
る
。
日
本
は
中
国
、
イ

ン
ド
ほ
ど
派
手
で
は
な
い
が
、「
は
や
ぶ

さ
２
」
な
ど
宇
宙
開
発
で
は
大
き
な
実

績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
東
南

ア
ジ
ア
各
国
の
衛
星
打
ち
上
げ
に
協
力

し
、
宇
宙
空
間
の
平
和
利
用
の
面
で
も

信
頼
を
得
て
い
る
。

宇
宙
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
は
、

そ
の
国
の
科
学
技
術
が
高
ま
り
、
産
業

国
家
と
し
て
の
基
盤
が
拡
充
す
る
こ
と

も
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
と
っ

て
注
目
す
べ
き
〝
変
化
の
芽
〟
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
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